




An Economic Analysis of Personal Debtor 2: 








Moral of consumer credit market participants has generally definitive implications 
because it is treated as the mental factor. Indeed, moral is ignored to useless function 
in the field of the economics of consumer credit as well as the method of modern 
economics. In this paper, I insist that moral in the transactions of consumer credit 










































































































































































































































(1) 以下、2004 年 2 月 2 日『朝日新聞』の記事である。「自己破産、過去最悪の 25 万件、個人の破産
が大幅増：03年に個人と法人が裁判所に申し立てた自己破産の総数が 25万 1011件となったことが




個人破産が 24万 2377件と前年より２万 7000件以上増え、全体の増加につながった。また、破産せ
ずに生活を再建できる民事再生手続きの個人版の手続きの利用も大幅に増加。03 年の申立件数は、
給与所得者等再生が 8611件で約 15％増。それ以外の小規模個人再生が 1万 5000件で前年の約 2.5
倍増となった。」 









気通信事業法違反の罪で起訴＝らに指示し、2001年 1月 23日ごろから 2月 14日ごろにかけて、武
富士に批判的とみていた高尾さんの事務所（東京都港区）の電話回線に盗聴器を仕掛け、通話内容を
録音した。武井被告の弁護側が昨年 12 月 25 日、肝臓の治療を理由に拘置の執行停止を申し立て、
東京地裁が認めた。その後、2 度にわたり延長されたが、今月 16 日に再び拘置された。」
http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20040122-00000183-kyodo-soci 
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